
 

 

この「縄文文様デザイン」は宮畑遺跡の縄文土器の文様（雲形文）を基に、縄文の「まつり」を象徴する「炎」のイメージを加えて作成したものです。 

令和５年度 中央大学学術講演会 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 

９ 

－縄文時代はＳＤＧｓか？－ 

主催:中央大学  共催:福島市   問合せ:福島市文化振興課(TEL:024-525-3785) 

 

じょーもぴあ宮畑 

        （福島市岡島字宮田７８） 

        ☎ ０２４－５７３－００１５ 

講 師 

小林 謙一 
（中央大学文学部教授） 

 

遺跡発掘でさぐる  

13：30～15：00 

Ｓａｔ 定員 ８０名 

 

事前申込不要・当日先着順 

 

 

参加費 

無 料 

 日本列島において１万年以上にわたり栄えた縄文文化は、

芸術性に富んだ土器文化を持ち、現代でも復元できない技術

がありました。縄文人は環境変動にも適応する一方で、急激

に人口が減少した時期もありました。講演では、中央大学に

よる発掘を含め、考古学の最新研究を紹介します。 

和台遺跡（福島市飯野町） 

 会 場 


